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2021 年８月 31 日 実施 

 

受験番号  

 

 

2022年度大学院法学研究科修士課程 入学試験問題 

 

 

 

 

（１） 問題冊子、下書用紙、すべての解答用紙の所定の欄に受験番号を記入すること。 

（２） 出願時に申請した２科目（入学後に専攻を予定している科目１科目およびその他の任意科目１

科目）を解答しなさい（科目は受験票に記載されている）。 

（３） 解答用紙の所定の欄に、選択した科目を記入すること。 

（４） 解答用紙は各科目につき２枚を使用し、特に指定のある場合を除き、設問１問につき１枚ずつ

使用すること（１枚の解答用紙に複数科目の解答を記入しないこと）。 

（５） 各解答用紙には、選択した問の番号を必ず記入すること。 

（６） １科目１問の科目については、解答用紙を２枚使用しても差し支えないが、使用するしないに

関わらず、２枚とも受験番号と科目名を記入すること。 
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【１】法哲学 

 次の３問から２問を選択し、解答しなさい。（選択した問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問

につき１枚使用すること）。 

 

問１ 一般に法理論がそれを説明することが強く要求される与件 desideratum としての「法の規範性 

normativity of law」についてそれがどのようなものかを（それについての複数の解釈を示しつつ）詳

細に説明し、それが法実証主義の成否にいかなる影響を有するか（また実際にどのような影響を 20 世

紀以降の理論史において有してきたか）を詳細に論じなさい。 

 

問２ 「運の平等主義 luck egalitarianism」について： 

①それがいかなる点において「左派リバタリアニズム left-libertarianism 」と類似し、いかなる点

において相違するかを、両者の内容を説明し、具体例を交えつつ詳細に論じなさい。 

②それに対する Elizabeth Anderson などの「民主的平等論・政治的平等論 democratic equality, 

political equality」からの批判を説明し、それに対する反批判について詳細に論じなさい 

 

問３ メタ倫理学における「虚構主義 fictionalism」について、その内容となぜそのような見解が主

張されているのかを理論動機を含め詳細に説明し、それに対するどのような批判があるかを示しつつ、

虚構主義の成否を詳細に論じなさい。 

 

 

【２】日本法制史 

 次の３問から２問を選択し、解答しなさい。（選択した問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問

につき１枚使用すること。） 

 

問１ 戦前における大日本帝国憲法（明治憲法）の解釈論は、君主主義の原理を強調する正統学派と立

憲主義の原理を強調する立憲学派とに分けて理解するのが一般的である。その中の憲法学者を取り上げ

（複数も可）、学説や条文解釈の特徴などについて論じなさい。 

 

問２ 明治時代の土地制度に関して、明治民法の制定までの日本における近代的所有権の成立過程とそ

の特質について論じなさい。 

 

問３ 明治民法に規定された「家」制度について概要を記し、論じなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 3 

【３】憲法 

 次の３問から２問を選択し、解答しなさい。（選択した問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問

につき１枚使用すること。） 

 

問１ 法人の「政治的表現の自由」について、外国人の場合と比較しながら論じなさい。その際には、

必ず判例の状況にも言及しなさい。 

 

問２ 信仰を理由とした一般的法義務の免除が認められるか否かについて、判例の状況を踏まえつつ論

じなさい。 

 

問３ 委任立法について、具体例にも触れつつ、論じなさい。 

 

 

【４】行政法 

次の２問とも解答しなさい。（選択した問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問につき１枚使用

すること。） 

 

問１ 法規命令と行政規則との相違は、行政法学上どのように説明されているか。具体例を挙げながら、

わかりやすく説明しなさい。 

 

問２ 関連する最高裁判決に言及しながら、行政処分の無効確認訴訟（行政事件訴訟法 3条 4項）はど

のような場合に用いられる訴訟か、説明しなさい。 

 

 

【５】国際法 

次の２問とも解答しなさい。(選択した問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問につき１枚使用

すること。) 

 

問１ 現代国際法の特徴と伝統的国際法の特徴を対比して論じなさい。 

 

問２ 条約上の権利義務の第三国に対する効力について、さまざまな角度から論じなさい。 
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【６】国際関係論 

次の３問から２問を選択し、解答しなさい。（選択した問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問

につき１枚使用すること。） 

 

問１ 国際関係論でいうリベラリズムの系譜において、主要な理論がどのように発展してきたかを説明

しなさい。具体的に理論を挙げ、それらの連関について論じること。 

 

問２ 米中の戦略的対立とはどのようなものか説明しなさい。なお、その際に、structural power と

relational powerの概念を用いること。 

 

問３ 新型コロナ感染症の国際的な広がりとそれに対する国際社会の対応を受けて、既存の国際政治理

論を（どのように）修正する必要があるか、論じなさい。その際、考え得る主張を列挙した上で、具体

例に言及しつつ、自身の主張を展開すること。 

 

 

【７】国際関係史 

次の問いに解答しなさい。 

 

問 1970年代初めの米中和解について、その背景と展開、それがその後のアジア国際関係に与えた影響

に言及しながら論じなさい。 

 

 

【８】民法 

 次の２問とも解答しなさい。（選択した問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問につき１枚使用

すること。） 

 

問１ Aは、Bの代理人として、C所有の土地甲を Cから買い受けたが、Cから Bへの所有権移転登記が

される前に、自ら甲を C から買い受け、C から A への所有権移転登記をし、さらに D に対して甲を売却

し、所有権移転登記を経た。 

Bは、Dに対し、登記をしなくても甲の所有権取得を主張することができるか、検討しなさい。 

 

問２ Aに対して BCDEが 5万円の連帯債務を負担している。AB間の調停で、2万円を弁済すれば残りは

免除してもらうことになり、Bは 2万円を支払った。 

 この場合、BCDE間の法律関係について簡潔に説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 



 5 

【９】商法 

次の２問とも解答しなさい。（選択した問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問につき１枚使用

すること。） 

 

問１ 株券発行会社でない株式会社における株式の譲渡および当該株式会社に対する権利行使の方法

について論じなさい。 

 

問２ 会社法の規定により、取締役会設置会社である株式会社が一定の行為や取引を行う際に取締役会

決議や株主総会決議が必要とされている場合がある。このような会社法で必要とされている決議を欠い

た行為・取引の効力について論じなさい。 

 

 

【10】経済法 

次の４問から２問を選択し、解答しなさい。（選択した問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問

につき１枚使用すること。） 

 

問１ 独占禁止法における「競争を実質的に制限する」と「公正な競争を阻害するおそれ」について、

それぞれの意義を述べるとともに、共通点と相違点を論じなさい。 

 

問２ 独占禁止法上の正当化事由（正当化理由）の概念について、具体的なケース（判例など）を１つ

取り上げて論じなさい。 

 

問３ 不当な取引制限における「共同して」（共同行為）の要件について、その意義を述べた上で、こ

れを立証するための手法を論じなさい。 

 

問４ 優越的地位の濫用における公正競争阻害性の内容について、学説を踏まえて論じなさい。 

 

 

【11】刑法 

 次の３問から２問を選択し、解答しなさい。（選択した問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問

につき１枚使用すること。） 

 

問１ 不真正不作為犯における作為義務はいかなる場合に認められるか、論じなさい。 

 

問２ 間接正犯はいかなる場合に認められるか、具体例に言及しつつ論じなさい。 

 

問３ 横領罪における占有の意義について、具体例を交えながら論じなさい。 
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【12】刑事訴訟法 

 次の３問から２問を選択し、解答しなさい。（問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問につき１

枚使用すること。） 

 

問１ 再逮捕・再勾留の可否について、必要に応じて場合を分けつつ論じなさい。 

 

問２ 自己負罪拒否特権と黙秘権について、その意義と保護範囲を論じなさい。 

 

問３ 刑事訴訟における証明責任について、論じなさい。 

 


